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試み－第二報－（厚生労働省科学研究費補助金特定疾患対策研究事業プリオン病及び遅発性ウイルス感染に関する
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調査研究平成14年度研究報告書）pp.104-108、2003

８．古川ひさ子、堂浦克美、奥脇 龍、調 漸、山本一男、鵜殿平一郎、伊藤 敬、丹羽正美：尿中プリオン蛋白検出

によるプリオン病診断の問題点（厚生労働省科学研究費補助金特定疾患対策研究事業プリオン病及び遅発性ウイル

ス感染に関する調査研究平成14年度研究報告書）pp.58-56、2003

原著論文数一覧

Ａ-ａ Ａ-ｂ Ａ-ｃ Ａ-ｄ 合計 SCI  B-ａ B-ｂ B-ｃ B-ｄ 合計 総 計

2003 58 0 8 0 66 58 23 27 39 8 97 163

学会発表数一覧

Ａ-ａ
Ａ-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 Ｂ-ａ

B-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 総 計

2003 0 0 11 11 1 11 101 113 124

原著論文総数に係る教官生産係数一覧

欧文論文総数

(論文総数)

教官生産係数

（欧文論文)

ＳＣＩ掲載論文

欧文論文総数

教官生産係数

（ＳＣＩ掲載論文)

2003 0.405 6.6 0.879 5.8

Impact factor値一覧

Impact factor １教官当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

2003 255.332 25.533 4.402
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